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残暑お見舞い申し上げます

左から ：コーディネーター喜多明人氏
シンポジスト：大貫隆志氏、野村武志氏、原田敬三氏

第１３回公開学習会
（６月１１日）

「学校重大事故の事後対応と
学校安全のこれから」

ー学校事故対応に関する文科省指針をうけてー

学校安全ネット代表の喜多明人氏にコーディ
ネーターをお願いし、シンポジストには、遺族の
お立場から大貫隆志氏に、第三者調査委員会
の経験を踏まえ獨協大学教授野村武司氏に、
そして、２０数年にわたり学校事故裁判に取組
んできた当会副代表の原田敬三氏をお招きし、
３時間に及ぶ報告と意見交換が行われました。
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シンポジウムには、長野県から出井博文氏の縁をいただき県議会議員の今井愛郎氏、寺沢功希氏が
ご参加くださいました。

懇親会には、シンポジストの大貫氏、野村氏もご参加くださいました。また会員の日野眞理子さんが熊
本の吉村さんと宮崎の緒方さんを誘ってくださいました。１６名の参加があり、内山絢子さん（「科捜研の
女」のモデルになったとか否とか？）の経験談は目から鱗、豊かな交流の場が持たれました。
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日時 ９月２４日（土）
午後５時～７時

場所 早稲田大学戸山キャンパス
３３号館 ６階（第１１会議室）

講師 戸板真澄氏（中学校教諭）
細川 潔氏（弁護士・学校安

全ネット副代表）

「労災事案からみる教諭の労働実態」と題
し、公立教諭の過酷な労働をお話ください
ます。

☆ 第１５回公開学習会日程が決まりまし
た。１１月１１日（金）午後６時半～

新聞うずみ火に

紹介いただきました。

編著 喜多明人・浅見洋子
発行所㈱エイデル研究所
定価 本体１８００円＋税

※ 学校安全ネット事務局
にお申込みいただきますと
定価１６００円にて販売しま
す。５冊からは送料は無料

日本子ども安全学会第３回大会

日時 ２０１６年９月１０日（土）
１３時～１７時

場所 中央大学駿河台記念会館
６１０会議室

〒101‐8324 千代田区神田駿河台３－
１１－５ TEL ０３－３２９２－３１１１

☆ 平成２６年（わ）第８１号
各業務上過失致 死傷被告事件

平成２４年７月２０日、愛媛県西条市内の宿泊施設
にて園児３１人がお泊り保育の行事中、賀茂川内で
園児を遊泳させ、園児一人が死亡した事件の刑事判
決が確定しました。それを受けての学習会です。

【お知らせ！】

夏休みのプール開放における安全管理について

最近では、夏休み中に学校がプールを開放し、子ども会やPTA等が借りて夏休み中のプール活動

を行うことも多くなっています。素人である保護者が監視に当たるケースも多いようです。しかし、
プールの安全管理が十分になされていない場合もあり、子どもの安全が十分に確保されているのか
疑問を感じます。実際に、平成２４年には熊本市で、平成２６年には仙台市で、プール開放中の事故
が発生しています。

安全にプール活動が行うわれるためには、年齢に応じた遊泳場所制限、監視位置の指定、監視者
への監視方法や心肺蘇生法の研修などが必要です。事前にプール活動の実施要綱や監視マニュ
アルを作成し、プール活動の実施者・監視者が共通認識を持つことが重要です。当学校安全ネット
は、マニュアル作りに取り組みます。
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☆学校安全ネット入会の御案内☆
私たちの活動は、皆さんの会費で運営しています。

学校安全に関する相談をはじめ、当会の事業に対する
ご理解・ご賛同をいただきますよう、お願い申し上げます。

年会費 ★会員 ３,０００円 ☆賛助会員 ５,０００円

郵便為替でのお手続きは、以下までお願い致します。
振 込 先 ００１３０－９－３４６４６３
加入者名 学校安全全国ネットワーク

★ 『安全ネット通信』刊行元 ・ お問合せ先
学校安全全国ネットワーク
TEL ０３－３５１１－５０７０
FAX ０３－３５１１－５７８４

E‐mail uta@yoko‐no‐heya.jp
HP  http://gakouanzen‐network.com

スマホ
からも
見られ
ます

事務局所在地

〒１０２－００７１
東京都千代田区富士見
２－７－２
ステージビル１７０６号

南北法律事務所 内

内田良 「教育という病
子どもと先生を苦しめる『教育リスク』」

「学校安全ネット通信Ｎｏ８」で
は、「組み体操 規制要望」
「ネット署名 １万人突破」とい
う見出しの東京新聞の記事が掲載
されていますが、今回は、この記
事で紹介されている内田良准教授
（名古屋大学大学院）の書籍をご
紹介します。

この本では、巨大化する組み体
操、家族幻想を抱いたままの２分
の１成人式、運動部活動における
指導のあり方、部活動顧問の加重
負担、柔道事故に関し、今まで無
視されてきた（見ないふりをされ
てきた）リスクについて具体的問
題点が指摘されています。さらに
、柔道事故については問題が改善
されつつあることが述べられてい
ます。

例えば、運動会の組み体操（人
間ピラミッドやタワー）が、巨大
化・高層化し、しかも低年齢化し
ている状況につき、リスク（演じ
る子ども達が負傷するだけでなく
、事故が起こった場合に教員にも
リスクがある）が無視されている
ことを問題視します。学校現場で
は、組み体操は「一体感」や「達

成感」を得ることができ教育的
意義のあるよいものである、だ
から、最後の本番までなんとし
てでもやり遂げなければならな
い、と捉えられているというの
です。しかし、現実に起こって
いる事故の実態からすれば、巨
大な組み体操を実演することそ
のものに多大なリスクがあるの
であり、どれほど教員が気を付
けようとも、安全指導の限界を
超えてしまっているのが現実で
あり（１０段の人間ピラミッド
の場合、高さはおよそ７メート
ル、最大付加は２００㎏という
ことです。これを生身の子ども
達が演じるのです）、感動する
故に組み体操ありきということ
ではなく、現実を踏まえた議論
をすべきと説いています。
その他の問題点についても、

数量データが用いられており、
内容もわかりやすく、学校安全
を考えるにあたっても参考にな
ると思います。

文責 弁護士 大八木葉子

著者 内田良
出版社 光文社

（光文社新書）
価格 ７８０円＋税


